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年頭のあいさつ年頭のあいさつ

 New Year Greetings 2023

えびの市長

村 岡 隆 明
Muraoka　Takaaki

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
で
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
の
影
響
等
に
よ

り
、
原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
高

騰
等
に
直
面
し
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
市
と
し
ま
し
て

は
、
各
分
野
に
対
し
て
支
援
策
を
講
じ
な
が
ら
、
国
・

県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
の
難
局
を
市
民
の
皆

様
と
一
緒
に
乗
り
切
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
明
る
い
話
題
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
働
く
場
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
「
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
」
で
は
、
新
規
企
業
２
社
の
進
出
が
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
市
内
既
存
企
業
１
社
の
新
工
場

が
完
成
、
県
外
か
ら
の
進
出
企
業
１
社
の
本
社
建
設

も
着
工
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
様
な
働
く
場
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
本
市
の
魅
力
発
信
と

セ
ー
ル
ス
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お

き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
に
日
本
穀
物
検
定
協
会
が

発
表
し
た
令
和
３
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
、
え
び
の
市
を
含
む
霧
島
地
区
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

が
３
年
連
続
で
国
内
最
高
位
の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
、

良
食
味
産
地
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
、「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
」
に
て
、
本
県
が
第
７
区
（
脂
肪
の
質
評
価
群
）

「
肉
牛
の
部
」
で
、
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
、
３
頭
の
出
品
牛
の
う
ち
本
市
か
ら
も

神
田
讓
市
さ
ん
が
１
頭
出
品
さ
れ
、
こ
の
栄
誉
の
一

翼
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
美
味
し
さ
日
本
一

の
証
明
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
希
望
と
感
動
を
与

え
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
や
物
価
高
騰
等
に
よ
る
市
民
生
活
等
へ
の
影

響
を
注
視
し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
の
機
運
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
効
果
的

な
取
り
組
み
や
情
報
発
信
を
行
い
、
経
済
の
Ⅴ
字
回

復
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
と
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
築
き
上
げ
て
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
と
作
り

上
げ
ま
し
た
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
「
え
が
お

が
交
わ
り
続
け
る
ま
ち 

～
霧
島
山
の
め
ぐ
み
め
ぐ

る 

え
び
の
～
」
の
実
現
に
向
け
、
先
頭
に
立
っ
て

汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か
な
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



し
込
み
制
と
し
、
参
加
申
し
込
み
が

あ
っ
た
新
成
人
と
家
族
一
人
の
み
の

入
場
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
当

日
は
、
入
口
で
の
検
温
・
消
毒
、
マ

ス
ク
着
用
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
久
永
学ま

な
み実
さ
ん
（
加
久

藤
中
出
身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。

的
場
未
紗
さ
ん
（
飯
野
中
出
身
）
が

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
が
「
え
び
の
市

の
誇
り
を
胸
に
自
ら
の
夢
を
切
り
拓

い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
1
2
2
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
4
月
に
改
正
民
法
が
施

行
さ
れ
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
市

で
は
、
式
典
の
名
称
を
変
更
し
、
こ

れ
ま
で
通
り
年
度
内
に
20
歳
を
迎
え

る
人
を
対
象
に
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
原
則
、
事
前
申

　

新
成
人
代
表
と
し
て
川
原
大そ

ら空
さ

ん
（
真
幸
中
出
身
）
が
意
見
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、押
川
茉
央
さ
ん
（
飯

野
中
出
身
）
と
堂
領
豊
喜
さ
ん
（
上

江
中
出
身
）
が
感
謝
と
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
成
人
式
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
中
学
校

時
代
な
ど
の
写
真
な
ど
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
流
れ
、
懐
か
し
い
写
真
が
写
る

た
び
に
拍
手
が
響
き
ま
し
た
。
抽
選

会
も
行
わ
れ
、会
場
内
は
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

川原 大空さん
（真幸中出身）

そ　  ら

市民憲章朗読

記念品授与

感謝と誓いの言葉

えびの市成人式 〜 20th Anniversary 〜令和 5 年

　市では、一生に一度の成人式を主役となる新成人者の
意見を取り入れ、市出身者で盛り上げてもらおうと、今回
の成人式から実行委員会を立ち上げました。8月に結成し、
毎月実行委員会を開催して、アトラクションの内容などを
協議してきました。

アトラクションは進行など、全てを実行委員が
担当。中学校時代のムービーや抽選会で会場
は盛り上がっていました。

最後は実行委員長
のあいさつで締め
くくりました。

準備もいよいよ
大詰め。抽選 の
流 れ など、最後
の話し合いを行
いました。

直前リハーサル。
明日の本番に向
けて、ステージで
のリハーサルを
行いました。

　
門
出
で
あ
る
成
人
式
を
、
実
行
委

員
の
一
員
と
し
て
思
い
出
に
残
る
も

の
に
し
た
い
と
思
い
、
実
行
委
員
会

に
入
り
ま
し
た
。
8
月
か
ら
、委
員
全

員
で
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
大

成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
進
め

て
き
ま
し
た
。
話
し
合
い
を
う
ま
く

ま
と
め
な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
大
変

で
し
た
が
、
無
事
に
当
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
2
0
1
8
年
に
民
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
り

ま
し
た
。
改
正
法
は
、令
和
4
年
4
月

か
ら
施
行
さ
れ
、私
た
ち
は
、改
正
後

初
め
て
の
成
人
式
を
20
歳
で
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
既
に
職
業
に

従
事
し
て
い
る
者
、
学
業
を
継
続
し

て
い
る
者
な
ど
置
か
れ
て
い
る
立
場

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
み
ん
な
今
日

の
喜
び
を
、こ
れ
か
ら「
大
人
と
し
て

の
自
覚
」
に
高
め
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
将
来
活
躍
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
自
分

で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、失
敗
や
挫
折

が
つ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
人

に
な
っ
て
い
く
ま
で
に
、
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
混
乱

し
た
り
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
親
や
友

人
に
頼
っ
て
み
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
困
っ
た
時
に
助
け

て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
楽
し

い
生
活
を
送
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

他
人
の
喜
び
や
悲
し
み
を
想
像
し
共

感
す
る
感
受
性
を
持
ち
、
自
分
の
で

き
る
形
で
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
す

る
、難
し
い
こ
と
で
す
が
、こ
れ
も
大

人
に
な
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

久永 学実さん （加久藤中出身）

的場 未紗さん （飯野中出身）

押川 茉央さん （飯野中出身・写
真右）と堂領 豊喜さん （上江中
出身）

今回

初! 成人式実行委員会が発足！

新
成
人
代
表
意
見
発
表

まなみ

的
場 

悠
斗
さ
ん （
加
久
藤
地
区
）

実
行
委
員
長

式
典

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

12月

27日

当日

1 月

4 日
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飯野地区

加久藤地区

真幸地区

り
ょ
う

は
た
ち
を
迎
え
て

夢    

・  

目
標  

・  

抱
負

益
山 

綾
さ
ん （
加
久
藤
地
区
）

下
野 

健
斗
さ
ん （
真
幸
地
区
）

竹
中 

竣
哉
さ
ん （
真
幸
地
区
）

え
び
の
市
で
立
派
な
看
護

師
と
し
て
働
く
こ
と
が
目

標
で
す

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
躍
で
き
る

大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す

仕
事
を
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す

素
早
い
判
断
・
決
断
の
で
き
る

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す

気
を
遣
え
て
カ
ッ
コ
い
い

男
に
な
り
た
い
で
す
♥

成
人
式
実
行
委
員
に
聞
き
ま
し
た
！

川
野 

愛
海
さ
ん （
飯
野
地
区
）

あ
　
み

貴
島 

楓
さ
ん （
飯
野
地
区
）

中
鶴 

拓
郎
さ
ん （
上
江
地
区
）

上江地区

井
手
平 

翔
汰
さ
ん （
上
江
地
区
）

責
任
感
の
あ
る
小
学
校
の
先
生

に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す

子
ど
も
に
夢
を
持
た
せ
る

大
人
に
な
り
ま
す
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霧島ジオパーク エリア拡大認定
霧島ジオパークは、日本ジオパーク委員会による審査の結果、エリアが広がり、
新たなジオパークとして生まれ変わりました。

ジオパークとは

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、こ
れ
ま
で
加
久
藤

カ
ル
デ
ラ
と
そ
の
南
縁
に
成
長
し
た
霧
島

山
が
つ
く
っ
た
風
景
を
囲
む
よ
う
に
引
か

れ
て
い
る
J
R
肥
薩
線
、吉
都
線
、日
豊
本

線
の
内
側
を
エ
リ
ア（
8
2
2
㎢ 

）と
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
に
エ
リ
ア
拡
大
申
請
を
行
い
、
令
和
4

年
8
月
の
現
地
調
査
を
経
て
、
審
査
の
結

果
、9
月
28
日
に
5
市
2
町 

（ 

宮
崎
県
都
城

市
、小
林
市
、え
び
の
市
、高
原
町
、鹿
児
島

県
霧
島
市
、
曽
於
市
、
湧
水
町 

）の
全
域
と

す
る
エ
リ
ア（ 

2
7
5
1
㎢ 

）が
認
定
を
受

け
、従
来
の
エ
リ
ア
か
ら
面
積
が
約
3
倍
の

広
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
平
成
20
年
10
月

に
観
光
・
経
済
団
体
や
地
域
・
ま
ち
づ
く

り
団
体
、
教
育
・
研
究
機
関
、
国
・
県
の

関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、

平
成
22
年
9
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
広
報
活

動
や
地
域
遺
産
の
保
全
活
用
・
ガ
イ
ド
な

ど
の
人
材
育
成
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
は
、

５
市
２
町
を
は
じ
め
と
す
る
協
議
会
の
構

成
団
体
間
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

住
民
と
協
働
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

を
使
っ
て
「
火
山
活
動
に
あ
わ
せ
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
、
次
の
理
念
に
基
づ
い
て
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　ジオパークとは、地球科学的意義の
ある地形・地質の遺産や景観が、保護、
教育、持続可能な開発のそれぞれの
要素が互いに関連しあった考え方の下
で管理された、1つにまとまった地域
のことをいいます。
　ジオパークでは、火山・地震活動で
できた地形あるいは太古の津波を記
録した地層といった地球の歴史が刻ま
れた地質遺産を守るとともに、観光や
教育に役立てることにより地域社会を
活性化する活動を行っています。

霧島ジオパーク公式キャラクター霧島ジオパーク公式キャラクター
キリッチキリッチ

えびの市における主なサイト

　霧島ジオパークの魅力は、霧島連山や加久藤カル
デラ、山の恵みの湧水・地下水などさまざまです。え
びのに住んでいる人の中には、「えびのには何もない」
という人も多いですが、学んでみると面白いことがた
くさんあります。
　ガイドをしていると、参加した人が、山の成り立
ちや山と植物の関連などを聞くことで、より一層楽し
めたと言ってくれるのでとてもうれしいです。ガイドの
活動を続けていくことはもちろんですが、今はSNSな
どで情報発信もできるので、他の形でもPRをしてい
けたらと思っています。
　また、えびの学などで子どもたちに話しをする機
会はありますが、「えびのには何もない」と思ってい
る大人に、えびのの良さを話す機会も作りたいです。

　霧島ジオパークの中でも、私たちの事務所で保護
管理を行っている霧島錦江湾国立公園の霧島山周辺
部は、火山が作り出す景観が最大の魅力です。また、
その火山がもたらす恵みは、温泉や湧水など身近に
たくさんあります。
　ジオパークは認定を受けてから10 年以上経ちます
が、まだ地元の皆さんの中での認知度は低いと感じ
ています。今回のエリア拡大認定では、皆さんが住
んでいるところもエリアとして認定されたので、これ
を機にジオパークについて知ってもらいたいです。　
　将来にわたって霧島山の素晴らしい景観を守るこ
とは、環境省だけではできません。登山等で訪れる
皆さんも景観を守る一員であるという思いを持って、
マナー等を守りながら楽しんでもらいたいです。

i n t e r v i e w

市企画課 政策係 ☎ 35-3712（直通）お問い合わせ

従
来
の
約
3
倍
の
面
積
に

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指
す
姿

❶
地
球
活
動
を
自
然
の
摂
理
と
し
て

正
し
く
理
解
し
、
活
火
山
で
あ
る
霧
島

山
の
麓
で
火
山
と
う
ま
く
付
き
合
っ

て
い
く
方
法
を
考
え
て
実
践
し
ま
す
。

❷
環
霧
島
地
域
の
美
し
い
地
球
の
遺

産
を
、
特
色
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ

く
り
と
地
域
の
振
興
に
活
用
し
ま
す
。

地形・地質サイト

矢岳高原、
八幡丘公園 など

自然サイト

甑岳火口の湿原、
ノカイドウ自生地 など

文化サイト

めがね橋、
島内地下式横穴墓 など

ビュースポット

えびの展望台、
二湖パノラマ展望台 など

施設

足湯の駅えびの高原、
道の駅えびの など

えびの管理官事務所  国立公園管理官

黛  絵美さん（えびの市着任 2 年）

えびのガイドクラブ 事務局長

上園  信一さん（ガイド歴 10 年）

えびの市えびの市

小林市小林市

高原町高原町

都城市都城市

曽於市曽於市

湧水町湧水町

霧島市霧島市

国土地理院「地理院地図」を用いて作成10km
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教
　
育

　

1
月
9
日
、
宮
崎
市
で
「
第
13
回
宮

崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
駅
伝
の
競

技
力
向
上
や
競
技
人
口
拡
大
と
と
も

に
、
市
町
村
間
の
交
流
を
通
し
て
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

駅
伝
は
、
宮
崎
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
12
区
間

39
・
2
㎞
で
行
わ
れ
、
県
内
全
26
市
町

村
か
ら
26
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
（
市
郡
の
部
は
9
チ
ー
ム
）。

　

え
び
の
市
は
、2
時
間
16
分
27
秒
で
、

第
13
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会

問
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
、
下
浦

自
治
会
自
主
防
災
組
織
が
、
防
災
倉
庫

お
よ
び
防
災
用
資
機
材
一
式
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
目
的
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
が

行
う
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備
等
の
整

備
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
下
浦
自
治
会
自
主
防
災
組
織

で
は
、
発
電
機
や
投
光
機
、
マ
イ
ク
、

担
架
、
災
害
用
毛
布
な
ど
、
計
11
品
目

と
資
機
材
を
収
納
す
る
た
め
の
倉
庫
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

下
浦
自
治
会
自
主
防
災
組
織
会
長
の

今
園
秀
信
さ
ん
は
、「
防
災
用
資
機
材

を
整
備
で
き
て
大
変
助
か
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
今
回
整
備
し
た
資
機
材

を
、
地
域
で
行
う
防
災
訓
練
な
ど
で
活

用
し
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め

に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

防
　
災

問 宝
く
じ
助
成
事
業
で

防
災
用
資
機
材
を
整
備

市
基
地
・
防
災
対
策
課 
基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

えびの市選手団 結団式

畜
　
産

問

2
月
は
家
畜
防
疫
強
化
月
間
で
す

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

国
内
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
養
鶏
場

で
致
死
率
の
高
い
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
23

道
県
54
事
例
約
７
７
５
万
羽
が
処
分
さ

れ
る
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
野
鳥
の
死
骸
や
ふ
ん
か
ら
も
同
ウ

イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
市
内
へ

の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
の
危
険
性
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
養
豚
農
場
で
の
豚

熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
発
生
が
、
4
県
9
事

例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
生
イ
ノ
シ

シ
か
ら
の
豚
熱
や
近
隣
に
お
け
る
ア
フ

リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）、
口
蹄
疫
も
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

【
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
例
年
よ
り
早
く
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
、
60
農
場
4
施
設
で
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
、
59
事
例
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
、
台
湾
で
は

季
節
を
問
わ
ず
農
場
で
の
発
生
が
継
続

的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
九
州
管
内
で
は
、
鹿
児
島
県

12
事
例
、
宮
崎
県
1
事
例
、
長
崎
県
1

事
例
の
計
14
事
例
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
市
内
へ
の
ウ

イ
ル
ス
侵
入
の
危
険
性
が
非
常
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
再
度
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認
と
補

修
、捕
獲
器
・
忌
避
剤
・
殺
鼠
剤
の
設
置
、

鶏
舎
周
り
の
石
灰
散
布
な
ど
、
最
大
限

の
防
疫
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
愛
玩
鶏
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ

ん
も
、
鶏
は
小
屋
内
で
管
理
し
、
金
網

や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
エ
サ
や
水
は

小
屋
内
に
設
置
な
ど
、
野
鳥
と
の
接
触

を
避
け
る
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
愛
玩
鶏
飼
養
者
へ
の
消
毒
薬
配
布
を

市
畜
産
農
政
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
受

け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）、ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ

Ｓ
Ｆ
）】

　

平
成
30
年
９
月
以
降
に
国
内
で
Ｃ
Ｓ

Ｆ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
85
事
例
１
５
９
農
場
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
23
県
１
２
２
頭
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
感
染
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
８
月
17
日
、
中

国
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
Ａ
Ｓ
Ｆ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
周
辺
国

に
感
染
が
拡
大
し
、
17
カ
国
で
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、
平

成
30
年
10
月
以
降
、
旅
客
の
携
帯
品
か

ら
収
去
し
た
畜
産
物
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
遺

伝
子
が
１
０
7
件
確
認
さ
れ
て
お
り
、

警
戒
が
必
要
で
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

令
和
4
年
5
月
に
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
の
近
隣
国
で
口
蹄
疫
の
発
生

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
警
戒

が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら

13
年
が
経
過
し
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
順
守

し
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の

清
掃
・
消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、
車
両

消
毒
、踏
込
消
毒
槽
の
点
検
を
徹
底
し
、

防
疫
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一
斉
消
毒

の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

※
事
例
等
の
数
字
は
、
全
て
令
和
5
年

1
月
4
日
現
在
の
も
の
で
す
。

野生動物侵入防止対策をしましょう

消毒の徹底をお願いします

市
郡
の
部
で
第
7
位
、
総
合
順
位
は
第

10
位
で
し
た
。

　

え
び
の
市
代
表
チ
ー
ム
の
選
考
は
、

昨
年
の
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
小

中
学
生
・
高
校
生
は
、
中
体
連
等
の
大

会
記
録
を
参
考
に
、
各
学
校
か
ら
候
補

者
を
推
薦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
般

は
、
え
び
の
市
陸
上
競
技
協
会
に
選
考

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
中

に
選
考
会
を
3
回
行
い
、
控
え
選
手
を

含
む
え
び
の
市
代
表
選
手
22
人
を
選
出

し
ま
し
た
。
12
月
26
日
に
は
結
団
式
を

行
い
ま
し
た
。

号砲とともにスタートダッシュする選手
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整備された防災用資機材（下浦自治会自主防災組織）
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優秀な成績を報告

12

12

　市役所で「みやざき県民総合スポーツ祭上位
入賞者表彰および結果報告会」が行われました。
えびの市スポーツ協会より、昨年の 5 月 29 日
から 9 月 14 日の間で行われたみやざき県民総
合スポーツ祭で上位に入賞した人に対して奨励
金が授与されました。
　今年は、個人の部では 4 競技部門で 8 人、
団体では、4 競技部門で 4 団体が優秀な成績を
収めました。

みやざき県民総合スポーツ祭
上位入賞者表彰および結果報告会

「えびので第九を歌う会」
第10回記念公演

有名ソリストと市民の共演

12

11

　市文化センターで「えびので第九を歌う会」
が行われました。今回が記念すべき 10 回目の
公演となりました。
　第 1 部は、日本を代表する歌手陣によるオペ
ラハイライトコンサート「カルメン」、第 2 部
は、ベートーベンの交響曲第 9 番第 4 楽章「歓
喜の歌」が披露されました。会場を埋め尽くし
た来場者からは、大きな拍手が送られていまし
た。

吉都線110周年を記念

12

14

　小林市文化会館で「吉都線シンポジウム」が
行われました。第 1 部は、「ローカル鉄道は観
光資源だ」という演題で、えちごトキめき鉄道
株式会社の鳥塚 亮

あきら

さん、「旅をつくる～ななつ
星 in 九州の車窓から～」という演題で、九州
旅客鉄道株式会社クルーズトレイン本部の小川
聡子さんによる基調講演、第 2 部は、「吉都線
は地域観光の架け橋になり得るのか」という演
題でシンポジウムが行われました。

JR 吉都線110周年記念
吉都線シンポジウム ヒカリテラスイルミネーション点灯式

文化の杜を優しく照らす

12

11

　市文化センター前広場に設置されたイルミ
ネーションの点灯式が行われました。産業文化
祭で子どもや家族連れなどが作成したあめだま
ライトが、ツリーとして飾られました。
　点灯式では、飯野中、飯野高校の吹奏楽部、
第九を歌う会によるクリスマスソングなどが披
露されました。また、市内協力店舗による無料
振る舞いやバルーンアートなども行われまし
た。

シルバー人材センターしめ縄寄贈

気持ちよい新年を

12

23

　公益社団法人えびの市シルバー人材センター
が市役所にしめ縄を贈りました。これは、新年
を気持ちよく迎えてほしいと贈られたもので
す。
　贈られたしめ縄は、藤嶋勉理事長と田中敏治
さんによる手作りのものです。
　藤嶋理事長は、「新型コロナウイルスの早期
収束と、市民の皆さんの健康を祈念して作りま
した」と話していました。

全国スポーツ推進委員功労者表彰
受賞報告

地域スポーツ推進に貢献

12

22

　スポーツ推進委員の田代長茂さんが「全国ス
ポーツ推進委員功労者表彰」を受賞したことを
市長に報告しました。これは、全国スポーツ推
進委員連合が実施しているもので、地域スポー
ツの推進に功績顕著な人を表彰するものです。
同表彰の受賞はえびの市で初めてです。
　田代さんは、「スポーツが好きだから長く続
けられています。今後もできる限り続けていき
たいです」と話していました。

竹はしらかし

一年間の無病息災を願って

1

3~
　市内各地の田んぼや河
川敷で「竹はしらかし」
が行われました。今年も
コロナの影響で、数カ所
のみ実施となりました。
　中原田自治会では、1
月 7 日に中原田地区内の
田んぼで行われました。
竹はしらかしは、一年間
の無病息災を願って行わ
れているものです。組ん
だ竹のやぐらで門松やし
め縄などを燃やします。
焼いた竹を持ち帰り、家
に立てかけておくと厄よ
け・魔よけになるといわ
れています。



一般社団法人宮崎県自家用
自動車協会

有馬　秀美 さん

起業支援センターでできること MAPHP はこちら

費用について

オフィス使用料　1 カ月 … 6,500 円（消費税込み）

コワーキングスペース使用料　3 時間 …200 円　１日 …400 円　※誰でも利用できます。

付属設備等 パソコン　1 日 …500 円

File.5

エントランスエントランス オフィススペースオフィススペース コワーキングスペースコワーキングスペース

えびの市起業支援センター　☎︎ 27-3077お問い合わせ

インキュベーションマネージャーと事務員が
常駐しています

16室あるオフィススペースは、
パーテーションで区切られています

施設内には専用のWi-Fiも完備されています

いつでも相談できる人がいます。1
資金調達を後押しする仕組みが整っています。2
共に成長できる仲間がいます。3
テレワーク･ワーケーション、小会議、打ち合わせ等ができます。4

えびの市大字永山 1182 番地 1

http://ebino-shien.com/

えびの市起業支援センター

●自動車共済 （任意保険）

事業内容

川内川

至小林市役所入口

道の駅
えびの

えびの市役所道
車
動
自
州
九

IC

えびの市起業
支援センター

　えびの市起業支援センターでは、起業家の誘致等を行い、その経済活動により地域経済の活性化
を目的とし、創業支援や起業家育成、そして各事業者の相談対応に重点的に取り組んでいます。
　実際に同センターで経営面のサポートを受けた事業者をご紹介します。

　
こ
れ
ま
で
え
び
の
支
部
と
小
林
支
部
に
分

か
れ
て
い
た
も
の
を
、
西
諸
支
部
に
統
合
す

る
と
な
っ
た
と
き
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

て
こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

各
支
部
の
担
当
者
は
、自
宅
兼
事
務
所
で
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

仕
事
を
分
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
ど

こ
か
に
事
務
所
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
時
に
、起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、エ
ー
ビ
ッ
ク
と
い
う
）の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
新
し
く
支
部
を
立
ち
上
げ
て
起
業
す
る
と

い
う
こ
と
で
、エ
ー
ビ
ッ
ク
に
常
駐
し
て
い
る

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
り
、
エ
ー
ビ
ッ
ク
利
用
に
関
し
て

の
本
社
と
の
や
り
取
り
な
ど
も
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
を
利
用
し
た
こ
と
で
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
の
切
り
替
え
が
で
き
る
こ

と
が
、と
て
も
良
い
で
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
活
用
し
て
お

客
さ
ま
の
対
応
な
ど
も
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

共済内容について説明を行います

オフィススペースを利用して業務を行っています

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
と
て
も
快
く
迎
え
て

く
れ
て
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

起
業
の
こ
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、ぜ
ひ
、

相
談
だ
け
で
も
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最大

申し込み方法

マイナンバーカードの
新規取得で

5,000円分 7,500円分 7,500円分

◯マイナポイントアプリ
　をダウンロードして、
　手続きを行います。

◯全国の手続スポットで、無料で手続
　きを行うことができます。手続スポッ
　トは、マイナポイント事業ホームペー
　ジで検索することができます。

◯市役所本庁や飯野出張所、
　真幸出張所でも手続きを行う
　ことができます。◯専用サイトで手続き

　を行います。

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

健康保険証としての
利用申し込みで

公金受取口座の
登録で

ご注意ください

期限

20,000
マイナポイントがもらえます！

　マイナポイントは、選んだ決済サービス
のポイントとして付与されます。マイナポイ
ントを受け取るには、マイナンバーカード
を使ってマイナポイントの申し込みを行う
必要があります。

・マイナポイントは、「キャッシュレス決済サービス」で使えるポイントのことです。
  国や県、市町村から現金を直接給付するものではありません。

・マイナポイントは先着順ではありません。慌てずに申し込みを行ってください。

＜支援窓口＞
場所：市役所本庁、飯野出張所、真幸出張所
時間：午前8時30分～午後5時15分　

●マイナンバーカードの申請 ： 2月末まで ●マイナポイントの申込 ： 決定次第お知らせします

マイナポイント または検索※詳しい手続き方法については、
　マイナポイント事業のホームページをご確認ください。

※ マイナンバーカードを取得した人のうち、マイナポイント第1弾に申し込んでいない・第1弾に申し込んだが、最大5,000
　  円分までのポイント付与を受けていない人が対象

※マイナンバーカードに対応した
　カードリーダーが必要です。

円分の

1 2 3
2424HH

市企画課　政策係　
☎ 35-3712（直通）

お問い合わせ

マイナポイント
予約・申込サイト 検索

!

※

※土・日、祝日、年末年始は除く。

※申し込みは原則申請者本人が行うこととなっています。
　必ず申請者本人が来庁してください。

広報 広報令和5年1月号 令和5年1月号15 14



市 民 の お す す め の 一 冊

うどんを打つ
柴田書店 編

（柴田書店）

黒仁田奈々子さんのおすすめ

■おすすめコメント

うどん好きにはたまらない
一冊。各地域のうどんの紹
介、うどんの打ち方、だしの
取り方など。読めば、つい、
うどんが食べたくなってし
まいます！

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（2月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 8日（水）、
21日（火） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

9日（木）、
22日（水） 13：15〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 10日（金）、
24日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 1日（水）、
15日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→
自衛隊官舎

3日（金）、
17日（金） 14：50〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

水
仙
の
叢む

れ

は
外
よ
り
ほ
ぐ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
原
伊
津
子

　
び
っ
し
り
と
植
わ
っ
て
い
る
水
仙
の
草
叢む

ら

。そ
の
外
側
か
ら
次
々
と
花
が
咲
い
て
い

く
の
で
す
。俳
句
の
世
界
で
は
「
群
」
は
鳥
や
動
物
に
、「
叢
」
は
植
物
に
使
い
分
け
て
い

ま
す
。ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
中
、
次
々
と
花
を
つ
け
る
水
仙
の
花
の
芳
か
ぐ
わ

し
い

香
り
に
、心
も
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

囲い

ろ

り

炉
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
虎
夫

■日光市立図書館（栃木県）と交換展示
日光市立図書館（栃木県）とえびの市民図書館の郷土資料
や観光に関する交換展示を行います。
●開催期間＝2月1日（水）～ 28日（火）
●場所＝市民図書館内

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

葉
の
衣　

脱
ぎ
棄
て
立
並
ぶ
冬
木
立

降
る
雪
が
風
に
渦
巻
く

芽
吹
く
命
育
み
厳
然
と
立
ち　

冬
を

越
す

耐
え
る
姿
が
い
と
お
し
い

大
自
然
の
営
み
の
中
で
見
る
初
日
の

出朝
焼
け
の
も
や
の
奥
か
ら

み
ず
み
ず
し
い
朱
の
塊
が

半
円
に
な
り　

火
の
球
に
な
り

ゆ
ら
め
き
な
が
ら
黄
金
色
の
も
や
抜

け
る
と

薄
紅
色
に
染
ま
り
は
じ
め
る

元
旦
の
風
は
冷
た
く
大
気
は
凍い

て
る

自
在
鉤か
ぎ

に　

茶
釜
や
煮
鍋
掛
か
り

一
族
郎
等
集
い
語
ら
う
絆
の　

囲
炉

裏
が
あ
っ
た

太
薪ま
き

跨ま
た

ぎ
暖
と
っ
た　

昔
が
懐
か
し

い窓
の
向
こ
う
は　

寒
烈
に
身
を
さ
ら

し山
茶
花
に
群
が
る
ヒ
ヨ
ド
リ
や
メ
ジ

ロ寒
威
に
立
ち
向
か
う
気き
が
い概

が
漲
み
な
ぎ

っ
て

い
る

霧
島
の
間

あ
は
ひ
を
抜
け
て
射
す
光
り

朝
し
ら
じ
ら
と
霧
流
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
初
春
月
は
小
寒
の
入
り
で
あ
り
、
南
方
系
の
動
・
植
物
は
凍
死
す
る
。古
来
の
植
物
は

長
い
冬
に
耐
え
春
を
待
つ
。人
生
に
も
植
物
的
越
冬
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ

る
。戦
争
寂せ
き
ば
く寞

の
昨
今
で
あ
る
が
太
陽
の
光
は
朝
露
と
共
に
日ひ

あ
し脚

は
確
実
に
伸
び
て
い

る
。今
年
こ
そ
二
〇
二
三
年
は
健
や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
祈
り
た
い
。
　（
自
註
） 

■コースターを作ろう！
ひもを編んでコースターを作ります。
●開催日＝2月18日（土）
●時間＝午後1時30分～午後3時
●場所＝図書館　学習室
●定員＝5人 ※申し込みが必要です。
※小学校2年生以下は、保護者同伴でお願いします。

　
「
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
も
の
を
残
し

つ
つ
、
新
た
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
え
び
の
青
年
会
議

所
理
事
長
の
川
畑
博
志
さ
ん
で
す
。　
　
　

　

川
畑
さ
ん
は
、
今
年
の
1
月
に
41
代
目
の

え
び
の
青
年
会
議
所
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。「
人
数
が
減
っ
て
き
て
、
事
業
を
行
う

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

4
月
か
ら
は
え
び
の
市
商
工
会
青
年
部
の
部

長
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
青
年
会

議
所
と
商
工
会
青
年
部
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

面
白
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
」

　

現
在
、
同
会
議
所
で
は
3
人
の
会
員
が
活

動
し
、
飯
野
高
校
の
青
年
育
成
事
業
、
え
び

の
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
災
害
時
防
災
協

定
を
生
か
し
た
防
災
事
業
、
会
員
拡
大
を
目

指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
主
な
活

動
の
１
つ
で
あ
る
防
災
事
業
で
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
り
、

有
事
の
際
は
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
被
災
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
は
余
裕
が
な
い
た
め
、
え
び
の
市
だ
け

で
な
く
、
西
諸
な
ど
の
広
い
エ
リ
ア
で
防
災

協
定
が
結
べ
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
す
」

　

子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が

大
事
と
話
す
川
畑
さ
ん
。「
都
会
と
違
っ
て

選
択
肢
が
少
な
い
の
で
、
育
成
事
業
を
通
し

て
飯
野
高
校
と
宮
崎
大
学
と
の
交
流
を
深
め

る
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に
触
れ
る
き
っ
か
け

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
「
青
年
会
議
所
は
、
自
分
も
成
長
し
な
が

ら
え
び
の
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
を
広
げ
て

新
た
な
こ
と
へ
の
き
っ
か
け
を
作
り
た
い

川畑 博志さん
えびの青年会議所　理事長
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高
齢
者
の
冬
の
健
康
管
理

　

厳
し
い
冬
の
寒
さ
は
、
体
温
を
下

げ
免
疫
力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。加

齢
に
よ
り
免
疫
機
能
が
衰
え
や
す

い
高
齢
者
は
、
冬
に
感
染
症
に
か
か

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
換
気
、
人
混
み
を
避
け
る

な
ど
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
体
を
温
め
る
食
材
の
大
根

や
ゴ
ボ
ウ
、
芋
な
ど
の
根
菜
類
を
使

っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。ウ
イ
ル
ス
が
空
中
を

飛
散
し
に
く
く
す
る
た
め
に
、
加
湿

器
の
使
用
や
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
部
屋

運
動
し
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
、
入
浴
な
ど

で
体
を
温
め
て
血
行
を
良
く
す
る
な

ど
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
、
膝
の
軟
骨
が

す
り
減
る
こ
と
で
関
節
痛
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。膝
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
足
腰
の
筋
肉

量
を
増
や
し
、
衝
撃
を
吸
収
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。無
理

の
な
い
範
囲
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運
動
や
百
歳

体
操
を
日
常
的
に
行
い
、
筋
肉
を
衰

え
さ
せ
な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

文
：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
干
す
な
ど
、
湿
度
を
50
か
ら
60
パ

ー
セ
ン
ト
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

寒
く
な
っ
て
く
る
と
発
生
し
や
す

く
な
る
の
が
腰
、
肩
、
膝
の
関
節
痛

で
す
。関
節
痛
が
発
生
す
る
こ
と
で
、

歩
く
こ
と
が
つ
ら
く
な
り
、
動
く
こ

と
を
控
え
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
、

運
動
量
が
減
る
こ
と
で
体
の
筋
肉
量

が
低
下
し
、
痛
み
が
増
し
て
転
倒
な

ど
の
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

関
節
痛
の
原
因
の
多
く
は
、
血
行

不
良
や
筋
肉
が
冷
え
て
硬
直
す
る
こ

と
で
す
。こ
れ
ら
を
解
消
す
る
に
は
、

せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
同
席
し

て
も
ら
う
こ
と
も
被
害
の
防
止
に
有

効
で
す
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
長
時
間
居
座
り
、

帰
る
よ
う
に
言
っ
て
も
帰
ら
な
い
な

ど
の
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場
合
や
、

不
本
意
な
が
ら
売
却
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
全
国
共
通
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
1
8
8
（
い
や

や
）」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

訪
問
購
入
と
は
、
消
費
者
の
家
に

業
者
が
訪
問
し
、
商
品
を
買
い
取
る

も
の
で
す
。
中
に
は
、
古
着
や
不
用

品
の
買
い
取
り
を
糸
口
に
、
貴
金
属

や
高
価
な
ブ
ラ
ン
ド
品
を
安
い
金
額

で
強
引
に
買
い
取
る
「
押
し
買
い
」

を
す
る
悪
質
事
業
者
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
訪
問
購
入

の
飛
び
込
み
勧
誘
は
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。査
定
の
み
の
訪
問
要
請
を

受
け
た
場
合
も
、
査
定
を
超
え
た
勧

誘
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
し
つ
こ
い
勧
誘
や
買
い
取

る
物
品
の
種
類
を
明
示
し
な
い
で
勧

誘
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
者
の
訪
問
の
際
は
、
不
要
な
勧

誘
は
き
っ
ぱ
り
断
り
、
売
る
つ
も
り

の
な
い
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど

を
安
易
に
見
せ
る
こ
と
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

売
却
し
た
場
合
は
、
契
約
書
面
の

交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。書
面
を
受

け
た
日
を
1
日
目
と
し
て
、
8
日
間

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
ほ

か
、
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
人
で
対
応

訪
問
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

冬
も
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

還 付 金 詐 欺 連 続 発 生！

日頃 からの防 災 意 識を高めましょう

12月の交通事故
発生状況

人　身	 7件
物　件	 33件

本年累計	 23件
本年累計	 319件

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 2件
救　急	 101件

本年累計	 20件
本年累計	 920件

　

私
た
ち
の
体
は
、
体
温
の
維
持
や

心
臓
・
脳
を
動
か
す
た
め
に
、
何
も

し
て
い
な
く
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
基
礎
代

謝
と
い
い
ま
す
。気
温
が
低
下
す
る

冬
は
、
体
内
で
熱
を
作
っ
て
体
温
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
夏
よ

り
も
基
礎
代
謝
が
上
が
り
ま
す
。そ

の
た
め
、
体
重
を
落
と
し
た
い
人
は
、

冬
に
運
動
を
し
た
方
が
効
果
的
で
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。手

足
が
冷
え
や
す
い
人
は
、
運
動
を
す

る
と
血
の
巡
り
が
良
く
な
り
、
冷
え

の
改
善
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
冬

に
な
る
と
何
と
な
く
気
分
が
す
ぐ
れ

な
く
な
る
人
も
、
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
心
の
不
調
の
予
防
や
改
善
の
手

助
け
に
な
り
ま
す
。

　

冬
の
運
動
に
は
、
い
く
つ
か
注
意

点
が
あ
り
ま
す
。寒
い
中
の
運
動
は
、

筋
肉
が
固
く
な
り
や
す
く
な
る
た
め
、

始
め
る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
な

ど
の
準
備
運
動
で
体
を
温
め
ま
し
ょ

う
。運
動
を
す
る
と
き
の
服
装
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。運
動
す
る
と
暑

く
な
る
か
ら
と
、
薄
す
ぎ
る
服
装
だ

と
、
耳
や
手
足
、
顔
と
い
っ
た
末
端

部
分
か
ら
徐
々
に
熱
が
奪
わ
れ
て
い

き
ま
す
。外
気
か
ら
体
温
を
奪
わ
れ

な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、
冬
は
汗
を
か
き
に
く
い
た
め
忘

れ
が
ち
に
な
る
水
分
補
給
も
意
識
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動

画
投
稿
サ
イ
ト
に
、
運
動
や
ス
ト

レ
ッ
チ
の
動
画
が
多
く
投
稿
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
自
分
に
あ
っ

た
も
の
を
見
つ
け
て
、
体
を
動
か
し

て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 近 年 の 災 害 は 大 規 模 ・複 雑 化 の 様 相 を 一 層
強 め、今まで 経 験したことの な い 災 害 が 全 国 各
地で 相 次 いで 発 生しています。
　 い つ、ど の 瞬 間、ど れくら い の 規 模 で 発 生 す
るやも知 れ な い 災 害 に 対し、被 害 を 最 小 限 にと
どめるた め にも日頃 からの 備えが 大 切で す。
　 新 年 を 迎えた 今、家 族 ・地 域ぐるみで 防 災 意
識を高 めましょう。

　 県 内で、市 役 所 や 金 融 機 関 等 の 職員を装った
還 付 金 詐 欺 が 連 続 発 生しました。電 話で 次 のよ
うな 話をされ たら、うそ電 話 詐 欺を疑 い、すぐに
最 寄りの 警 察 署 へご 相 談ください。

・保 険 料（年 金、税 金 等）の 過 払 い があります
・還 付 金 があります
・以前、書 類を送っています
・手 続きの 期 限 が 切 れています
・口 座を教えてください
・AT M に行ってください
・キャッシュカードを預 かります

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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※夏休み期間等の一部の週は週6日勤務になる場合があ
ります。

【勤務時間】［平日］午後0時30分～午後6時30分
［土曜・夏休み期間等］午前8時～午後6時30分（シフト制）
【勤務内容】児童クラブでの児童の保育・支援
【勤務場所】飯野小学校内および岡元小学校内
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接
【申込期限】2月17日（金）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市こども課子育て支援係

に直接、または郵送（2月17日まで必着）で提出してくだ
さい。資格のある人は、免許状や資格証等の写しも提出
してください。
※市指定の履歴書用紙は、市ホームページ（ https://
www.city.ebino.lg.jp/）または市こども課で取得できます。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

ひとり親家庭等児童入学祝金の申
請をお願いします

　市では、ひとり親家庭等の保護者に対して、経済的負
担を軽減するとともに、児童の健全な育成を図ることを
目的として、養育している児童の小学校入学に際して祝
金を支給しています。対象者と想定される人には案内を
送付します。期間内に申請をお願いします。

【対象】令和5年4月に小学校入学を迎える児童を養育し
ているひとり親家庭の保護者、または父母が養育しない
場合において現に児童を養育している者 ※入学日まで
に対象児童がえびの市民でなくなった場合やひとり親家
庭等に該当しなくなった場合は対象外となります。

【支給額】対象児童1人につき1万円分のえびの市商工会
の商品券を支給します。
※申請受付後、支給決定した人に市こども課窓口で交付
します。

【申請期間】2月13日（月）～ 2月17日（金）
※申請期間終了後に対象となった人は、3月31日（金）ま
で随時受け付けます。

【受付場所】市こども課こども相談係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（土・日、祝日を

除く）
【持参するもの】印鑑、ひとり親家庭であることが確認で

きるもの（児童扶養手当証書・戸籍謄本など）
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

子育て世帯生活支援特別給付金の
申請はお済みですか

　市では、新型コロナウイルス感染症による影響が長期
化する中で、食品の物価高騰等に直面する低所得の子育
て世帯の生活を支援するため、子育て世帯生活支援特別
給付金を支給しています。申請は2月末までです。対象の
皆さんは、忘れずに申請してください。

【支給額】児童1人当たり一律5万円
【対象者】
［ひとり親世帯分］児童扶養手当の受給資格があり、次の

①または②に該当する人
①公的年金等を受給しているため、児童扶養手当の支給
を受けていない人
②新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、収
入が児童扶養手当の対象と同じ水準になった人

［その他世帯分］18歳未満の児童を養育し、次の①また
は②に該当する人
①令和4年度住民税均等割が非課税で、高校生相当の児
童のみを養育している人
②新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、収
入が住民税均等割非課税となる水準になった人

【申請期限】2月28日（火）
【申請方法】申請書を市こども課に直接、または郵送（２

月28日までに必着）で提出してください。
※申請書は、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/ ）または市こども課で取得できます。
申・問市こども課 こども相談係（ひとり親世帯分）
☎35-3739（直通）
申・問市こども課 子育て支援係（その他世帯分）
☎35-3738（直通）

「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市が行う介護予防事業や地域で行われる百歳
体操のお手伝い役となるボランティア「はつらつサポー
ター」の養成講座を開催します。健康寿命を延ばせるよ
うに、体を動かすこと・かむこと・食べることについて知
識を深め、脳いきいきのレクリエーションを行うことの
楽しさを体験しましょう。

【対象者】
・市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業の手伝いができる人
・養成講座終了後、連絡会（研修等）に参加できる人

【日程等】（全4回）

期日 内容 講師

2 月 20 日
（月）

開講式、包括支援センターの
役割と仕事内容紹介、講座の
目的と進め方、自己紹介
講話「筋力を鍛える意義と百
歳体操について」
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

2 月 27 日
（月）

講話「口
こうくう

腔機能を向上させま
しょう」口腔ケア・かむ力・
飲み込む力について
サポーター活動の実際
実技：百歳体操

歯科衛生士
看護師
保健師

3 月 6 日
（月）

講話「認知機能の低下を予防
しましょう」
市内の百歳体操紹介
かみかみ体操・しゃきしゃき
体操
権利擁護について
実技：百歳体操（熊本バージョ
ン）

認知症地域支援推
進員
社会福祉士

3 月 13 日
（月）

講話「食べることを大切にし
ましょう」介護予防の基本は
食べること
講話「ボランティア活動とは」
実技：百歳体操・脳いきいき
閉講式（認定証授与）

健康保険課 栄養士
先輩サポーター
市社会福祉協議会
ボランティア育成
担当

※全4講座中、3講座以上受講すると「はつらつサポー
ター」として認定されます。その後は「はつらつサポー
ター連絡会」会員として、ボランティア保険に加入し、
地域の百歳体操を支える活動を行います。また、サポー
ター活動に役立つ情報交換や自らの健康保持に役立つ研
修会に参加することになります。

【時間】午前9時10分～正午　［受付］午前8時50分～
【場所】市社会福祉協議会 2階
【参加費】無料
【準備するもの】マスク、靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】2月15日（水）

申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

令和5年度放課後児童クラブ支援員
等を募集します

　市では、直営児童クラブの支援員および補助員を募集
します。
■支援員

【募集人員】9人程度
【資格要件】次のいずれかに該当する人
・保育士の資格を有する人
・社会福祉士の資格を有する人
・2年以上児童福祉事業に従事した人
・高等学校卒業者等であり、2年以上放課後児童健全育成
事業等に従事した人

・5年以上放課後児童健全育成事業に従事した人　など
※資格要件に該当するか分からない場合は、市こども課
にご相談ください。
※児童クラブで従事するには、宮崎県が行う研修（放課
後児童支援員認定資格研修）を修了する必要があります。
ただし、同研修を修了していない人は、修了までみなし
支援員として勤務が可能です。その場合、令和5年度中に
同研修を受講する必要があります。

【報酬】7,196円～ 7,620円（日額）※通勤・期末手当あり
■補助員

【募集人員】3人程度
【資格要件】不問
【報酬】5,699円～ 6,049円（日額）※通勤・期末手当あり

■共通事項
【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【勤務日数】週5日程度（月曜～土曜 ※祝日・年末年始を

除く）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,880人 （前月比 -25人）
男性／7,985人（-18人） 　女性／8,895人（-7人）
転入／26人  転出／23人  出生／2人  死亡／30人

7,933世帯 （前月比 -5世帯）

華 や かな 姿 で 集まった 新 成 人 。楽しそうに 友 人と話し
たり、記 念 撮 影したりする 姿 を見て、元 気をもらいま

した 。（ 米 原 ）

久 々に冬 のえび の 高 原 に 行 きました が、一 面 真っ白で
驚 きました 。12 月下旬 から寒 波 で 急 激 に 冷え 込 んだ

ので、皆さん 暖 かくしてこの 冬 を乗り切りましょう。（ 中川 ）（令和5年1月1日現在）

考に次のことに注意し、印紙税がかかるかどうか、税額
がいくらかなどを確認して、間違いのないようにしてく
ださい。
①覚書、念書、差入証などは、印紙税法上の契約書にな
る場合があります。
②申込書、注文書、依頼書などの文書でも印紙税がかか
る場合があります。
③仮契約書、予約契約書および仮領収書にも印紙税がか
かります。
④レジスターから打ち出されるレシートにも印紙税がか
かります。
※印紙税のパンフレットは国税庁ホームページ（https://
www.nta.go.jp/ ）に掲載されています。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

インボイス制度の質問は「税務職員
ふたば（ AI）」にご相談ください

　インボイス制度に関する質問は、国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp/ ）税務相談チャットボットの「税

務職員ふたば」にご相談ください。
　問い合わせ内容をメニューから選択するか、文字を入
力することで、人工知能（AI）を活用して自動で答えます。
　詳しくは、国税庁ホームページの「チャットボット（ふ
たば）に質問する」をご確認ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

米良 シヅエさん
（下島内）

12 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期

1月31日（火）までに納めましょう。

1 月5 日、令 和 5 年えび の市 成
人 式 ～20 t h  A n n i v e r s a r y ～
が 行 わ れ ました 。振 袖 や は か
ま な ど、晴 れ 着 に 身を 包 ん だ
新成 人 たちは 友 人 たちとの 再
会を喜んで いました 。

生涯学習講座
「パソコン講座」参加者募集
■第9回パソコン初級講座
　スイッチの入れ方、パソコンの終わり方、マウスの動
かし方、キーボード入力、ファイル操作、インターネッ
ト検索などを学習します。

【開催日】2月14日、21日、28日、3月7日（毎回火曜）
【対象】市内在住者

■第8回Excel教室
　Excelの概要・表の作成・数式・関数を学習します。

【開催日】2月10日、17日、24日、3月3日（毎回金曜）
【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人

■第4回Excel教室（夜の部）
　Excelの概要・表の作成・数式・関数を学習します。

【開催日】2月14日、21日、28日、3月7日（毎回火曜）
【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人

■第8回パソコン中級講座
　パソコンでハガキ文章、ラベル、ポスター、新聞の作
成などを学習します。

【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人
【内容等】

内容 期日

ハガキ文章作成 2 月 8 日（水）・10 日（金）

ラベル作成 2 月 15 日（水）・17 日（金）

ポスター作成 2 月 22 日（水）・24 日（金）

新聞作成 3 月 1 日（水）・3 日（金）

※下線の日程は、夜の部での実施となります。
■共通事項

【場所】市国際交流センター
【時間】午後1時～午後3時30分
［夜の部］午後7時～午後9時30分

【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：橋口）に

電話でお申し込みください。
【申込期限】各コース定員に達するまで	

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センターまたは市国際交流センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師に電話でお申し

込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜～金曜）

契約書や領収書と印紙税

　私たちは、毎日の生活の中でさまざまな文書を作成し
たり、受け取ったりしています。これらの文書の中には、
印紙税がかかるものがあります。印紙税がかかる文書は、
金銭借用証書、不動産売買契約書、工事請負契約書など
の契約書のほか、約束手形、領収書など、20種類に分類
されています。
　印紙税は、印紙税のかかる文書を作成した人が、定め
られた金額の収入印紙をその文書に貼り付け、これに消
印をして納める税金です。
　文書を作成する場合は、印紙税のパンフレット等を参
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写真：ヒカゲノカズラ（撮影：令和4年12月31日）
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※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

ヒカゲノカズラ
ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum ヒカゲノカズラ科 ヒカゲノカズラ属


